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【例言】
*本書は、佐久市土木課による市道 5-2号線改良工事に伴う、金井城跡の第 3次調査報

告書である。

*調査委託者       佐久市

*調査受託者       佐久市教育委員会

*発掘調査地籍      金井城跡 (略称 ONKⅢ )

佐久市大字小田井字南金井

*調査期間および面積   平成 4年 4月 6日 ～ 4月 15日

面積2,000m2

*調査体制

佐久市教育委員会

教育長     大井季夫

教育次長    奥原秀雄

埋蔵文化財課

課長      上原正秀

管理係長    桜井牧子

埋蔵文化財係長 草間芳行

埋蔵文化財係  高村博文 林幸彦 三石宗一 須藤隆司 小林員寿 羽毛田卓也

調査担当者   小林員寿

調査員     和久井義雄 堀籠滋子 荒井ふみ子 五十嵐勝吉 小林まさ子

金沢花子 高橋ふみ 森泉欽一 茂木 とよ子 小林立江

*本書の編集・執筆は小林がおこなった。なお、遺跡の立地、環境、基本層序については

1991年刊行の「金井城跡」で詳細に述べられているため、本書では省略した。

*本書中における図面縮尺 。記号・用語等の表現は1991「金井城跡」に準じて行った。

*本書および出土遺跡 。記録類は全て佐久市教育委員会の責任下に保管されている。
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調査の経緯

1 調査の経緯と経過

金井城跡は佐久市北端部、小田井地区に位置し、標高750～780mを測る湯川右岸の田切

り台地上に立地する。

平成 4年、昭和62・ 63・ 平成元年度にわたり実施されてきた市道 5-2号線改良工事が、

平成元・ 2年度に小田井工場団地造成事業に伴い発掘調査された金井城跡の調査区北端部

分隣接地に延長されることとなったため、遺跡の破壊が余儀なくされる事態 となった。そ

こで、佐久市教育委員会が佐久市より委託を受けて発掘調査を実施することとなった。

2 調査日誌

平成 4年

4月 4日 器材搬入。

4月 6日 堀の掘 り下げ。重機による表上の除去①

4月 7日 堀の掘 り下げ。基準杭設定。

4月 8日 堀の掘 り下げ。

4月 9日 堀の掘 り下げ終了。検出開始。

4月 13日  検出終了。

4月 14日  Pit半裁、覆上記録、完掘、平面図作成。試掘時に遺構 として捉えたものの

大半が、本の根による境乱であることが半Jtt。

4月 15日  Pitの処理、平面図の作成、空測の準備等現場調査の全てを終了し器材を撤

収する。

4月 21日 空測。

平成 5年  1～ 3月 報告書作成。

ri=蘊■.「五
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Ⅲ 調査の結果

1 違構と遺躍

遺構 附図)

検出された遺構は、金井城跡第 1次調査で検出されたM21の未調査部分 とおそらくは、

M3と M4の接続部分の堀址。これらに流入、流出する自然流路 とPit群であった。

実は、今回の調査区は金井城跡の第 1次調査時点において、虎国が推定された範囲の一

角であった。つまり、堀址M21と 、接続が想定されたM3。 M14の未調査部分、ないしは

その北方部分に虎口が存在するであろうと調査団内部では考えていた。しかし、M3と M
14の接続の有無は確認できなかったが、M4と M3の接続部分 と想定される「U」 字状に

屈曲する堀址が検出されたことにより、M3・ M4間の外郭、M3・ M14間の外郭が金井

城跡の梯郭式の縄張 りに沿って区画されている姿がより鮮明になった。また、M21の北に

検出されたPit群の存在は、この部分をM21と共に区画する堀址の存在を暗示している。

その堀址がM5であるのか、まったく別の堀址であるのかは今後の大きな課題である。

検出されたPit群の性格は明瞭な柱痕を看取できるものはなく、配置についても規格性

を有さないことから建物址を構成するものではないと考えられるが、性格は不明と言わざ

るをえない。また、覆上については木の根による撹乱 とは様相を異にしており、金井城跡

第 1次調査において多数検出されたPitと 同質のものであった。

遺物 悌1図 )

第 1・ 2次調査時 と同様に、今回の調査においても遺物の出土量は極めて少な く石製

品-2点、土器片-1点の計 3点のみであった。以下、個別に概略を記す。

1は Pit30よ り出上した内耳鍋の外部片である。外面―ヘラ削 り、内面―ナデ調整が施

されており、胎上には雲母・

白色粒子が多含されている。

10Y R 7/3の色調を呈す

る。

2は金井城跡報告書におい

て「紡錘車 ?」 として分類さ

れた軽石製の石製品である。

最大径62ミ リを測る不整円

形を呈 し、中心にφllミ リの

円孔が穿たれている。全面を

磨ってつくられている。この

ような形状を呈する遺物は土

期

ヽ

1  -◎

―

⊂三Σヱ正三)2  ~

嘩 型m呵  3
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第 1図 出土違物実測図



器片を再利用 してつ くられた もの も該期 には散見 されるが、その用途については不明であ

る。

3は流紋岩製の砥石である。 6面中 4面が使用 されてお り、内 1面には濤状の深い搾痕

が認められる。M3・ M4「 U」 字状屈曲接続部中央底面より出上した。

1992年調査区 (O N K III)

X=3284000

議露機議羹
未調査破壊範囲

藝藝藝轟毬
市道5-2関係調査範囲

第 2図 金井城跡発掘調査範囲図
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Ⅲ まとめ

昭和63年に金井城跡の調査が実施されて以来 4年の歳月が流れた。当時、駆け回った現

場は平地に削平され、整然 とした道路の区画内にはモダンなデザインに統一された工場が

立ち並んでいる。大規模な開発が実施されれば当然のことながらその周辺部 も徐々にしか

し確実に新たな開発により様変 りをする。金井城跡も例外ではありえなかった。

金井城跡は前代未聞の 8万m2に及ぶ面調査が実施された。しかし調査範囲を超えて更な

る広がりを有していた。城郭の中心部分、すなわち主郭部分は保存され現在に至っている

が、虎日は不明なままであり、現時点で確認されている金井城跡の最外縁の堀址M5が ど

のように展開するのか、さらに外縁に堀址が存在するのか否かも不明のままである。しか

し、調査当時我々に提示された開発範囲と実際に開発された部分が微妙に異なっており、

未調査のまますでに消滅してしまった部分が存在し、更に今回の調査区の東方部分は民間

業者による土取 りにより広大な面積が削平されてしまった。

市道 5-2号線改良事業が終了したならば金井城跡周辺の開発が一段 と速度を増すこと

は明らかである。今回のような、いわば行き違いにより未調査消滅部分が出現することは

避けなければならない。

金井城跡の調査はまだ完結してはいない。しかし、それが調査がされないがための未完

ではないことを願う。また、そうならないように努力しなければならない。

引用・ 参考文献

1990  中金井H  佐久市教育委員会

佐久埋蔵文化財調査センター

1991  金井城跡  佐久市教育委員会

佐久埋蔵文化財調査センター
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No. 長 径 深度 覆 土 備  考

1 90 36 1-10YR5/3・ 2-10YR8/4・ 10YR5/3,児在

2 112 36 10YR8/4・ 10YR5/3混在

3 100
つ
υ 10YR8/4・ 10YR5/3混在

44 10YR2/1

5 44 16 10ゝ争R2/1

6 54 23.5 10YR5/3

7 56 24 10YR5/3

8 70 10YR2/1

9 62 19.5 10YR5/3

10
７
Ｖ 22.5 10YR5/3

44
つ
０ 10YR5/3

12 48 35.5 10YR5/3
つ
０ 42 19 10YR3/2

48 20.5 10 「ゝR5/3

72
つ
０ 10YR5/3

16 70 38 10YR3/2

17 90 20 10YR3/2

18 52 21 10YR5/3

19 104 43 10YR5/3

20 58 25 10YR5/3

21 52 26 10YR2/1・ 10YR5/3の混在

22 69 26 10YR5/3

23 盗
υ 29.5 10YR5/3

24 42 12.5 10YR5/3

25 60 24 10YR3/2

26 72 32 10YR5/3
７
！ 60 46 10YR5/3

28 46
つ
０

０
る 10ゝrR3/2

29 108 1-10YR3/2・ 2-10YR8/4 P15に 切 られる

30 78 34 10YR2/1
０
じ

９

〕 26.5 10YR4/2

32 62 26.5 10YR3/2
つ
０

つ
じ 76 48 10YR5/3

34 66 Ｏ
υ

つ
０ 10YR3/2

つ
じ 20 10YR3/2

36 64 48 10YR2/1

Pit一覧表
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M3・ M4接続部分 (東から)
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M3・ M4接続部分 (北東から)

M3・ M4接続部分 (北から)
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調査区近景 (西から)

出土遺物 (1-1・ 1-2・ 1-3)
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